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学部 学科

法学部 小計 26 (424) 19 (433) 21 (396) 31 (425) 97 (1,678)

法学科 26 (424) 19 (433) 21 (396) 31 (425) 97 (1,678)

経営学部 小計 3 (359) 2 (333) 10 (311) 6 (328) 21 (1,331)

経営学科 2 (266) 2 (229) 8 (222) 6 (230) 18 (947)

国際経営学科 1 (93) 0 (104) 2 (89) 0 (98) 3 (384)

経済学部 小計 19 (329) 12 (330) 8 (304) 20 (340) 59 (1,303)

経済学科 13 (227) 6 (222) 4 (201) 16 (224) 39 (874)

産業社会学科 6 (102) 6 (108) 4 (103) 4 (116) 20 (429)

理工学部 小計 98 (1,138) 115 (1,320) 107 (1,119) 118 (1,164) 438 (4,741)

数学科 60 (85) 71 (96) 61 (77) 71 (92) 263 (350)

情報工学科 3 (182) 2 (143) 4 (139) 9 (464)

電気電子工学科 6 (152) 7 (169) 5 (155) 5 (139) 23 (615)

材料機能工学科 5 (88) 8 (85) 7 (71) 7 (84) 27 (328)

応用化学科 5 (85) 8 (74) 8 (62) 7 (67) 28 (288)

機械工学科 5 (154) 4 (143) 6 (114) 1 (115) 16 (526)

交通機械工学科 6 (153) 4 (145) 3 (122) 5 (121) 18 (541)

メカトロニクス工学科 2 (90) 4 (93) 4 (76) 2 (89) 12 (348)

社会基盤デザイン工学科 6 (104) 1 (92) 4 (80) 5 (86) 16 (362)

環境創造工学科 0 (67) 1 (83) 1 (71) 2 (221)

環境創造学科 0 (4) 7 (80) 7 (84)

建築学科 3 (160) 4 (158) 6 (144) 4 (152) 17 (614)

農学部 小計 38 (387) 36 (360) 39 (320) 32 (314) 145 (1,381)

生物資源学科 16 (140) 13 (116) 9 (111) 9 (103) 47 (470)

応用生物化学科 5 (114) 8 (115) 14 (110) 8 (108) 35 (447)

生物環境科学科 17 (133) 15 (129) 16 (99) 15 (103) 63 (464)

都市情報学部 小計 10 (250) 10 (244) 9 (220) 6 (233) 35 (947)

都市情報学科 10 (250) 10 (244) 9 (220) 6 (233) 35 (947)

人間学部 小計 23 (232) 35 (239) 34 (234) 29 (216) 121 (921)

人間学科 23 (232) 35 (239) 34 (234) 29 (216) 121 (921)

外国語学部 小計 18 (141) 23 (138) 22 (131) 13 (119) 76 (529)

国際英語学科 18 (141) 23 (138) 22 (131) 13 (119) 76 (529)

情報工学部 小計 4 (188) 4 (188)

情報工学科 4 (188) 4 (188)

総合計 239 (3,448) 252 (3,397) 250 (3,035) 255 (3,139) 996 (13,019)

（ ）内は、在籍生者数を示す。

令和４年度教職課程登録者数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計

令和4年5月1日現在

Ⅰ 本学教職課程の現況及び特色 
 
１．現況 
（１） 大学名  名城大学 
（２） 学部・研究科名(教職課程を設置しているもの) 
  ［学部］ 
       法学部 経営学部 経済学部 理工学部 農学部 都市情報学部 人間学部 
    外国語学部 情報工学部 
  ［研究科］ 
    法学研究科 経営学研究科 経済学研究科 理工学研究科 農学研究科 
（３） 所在地 

天白キャンパス      名古屋市天白区塩釜口一丁目 501 番地 
ナゴヤドーム前キャンパス 名古屋市東区矢田南四丁目 102 番 9 

(都市情報学部、人間学部、外国語学部のみナゴヤドーム前キャンパス) 
（４）  学生数 
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２．特色 
 本学教職課程の特色として、一つに、教職担任制がある。これは、教職センター専任教員
8 名全員が教職担任として、自らが担当する学生を入学から卒業まで 4 年一貫で教職指導を
行うものである。教職担任は、担任枠で正課の 1〜4 年次開講のいくつかの必修科目を担当
しつつ教職指導全般にあたり、4 年一貫の指導体制になっている。大規模大学の教職課程に
おいては稀有なものと思われる。 
 二つに、教員志望学生に対する手厚い学生支援体制がある。教員採用試験に向けて、教職
センター専任教員によるガイダンス、各種対策講座を行っている。また、教職への理解を深
め、教員志望をより確かなものにするための行事も実施している。 
 三つに、教職履修カルテを活用した学修成果の可視化について、本年度(令和 4 年度)より
試行を開始したところである。 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ  評価項目ごとの自己点検・評価 
 
１． 教育理念・学修目標 
 本学の立学の精神は、「穏健中正で実行力に富み、国家、社会の信頼に値する人材を育成
する」である。(資料Ⅱ-1-1)  この立学の精神に基づき、平成 26 年 2 月に本学及び各学科
の教員養成理念が定められた。(資料Ⅱ-1-2)  本学の教員養成理念は以下の通り。 
【本学の教員養成理念】 

本学の教員養成理念は、前身の名古屋高等理工科講習所開設当初から重視してきた中
等教育教員養成の伝統と設置理念のもと、各学部・学科の高度な専門教育を通じて身に
つけた専門的知識と応用力、教職にかかわる深い理解と実践的指導力を備え、さらには、
立学の精神に根差す『穏健中正』『実行力』『信頼』を備えた人材として『謙虚で豊かな
包容力と力強い実行力を持ち、誰からも信頼される教員』を養成することにあります。 

 その後、平成 27 年に各研究科・専攻の教員養成理念が定められ、適宜新学部設置、改組
等に伴う課程認定申請時に都度定められてきた。 

課題としては、①一旦定められて以来見直す機会が設けられてこなかったので学科、専攻
で今一度見直すこと、②学科、専攻レベルの理念が教職課程便覧やウェブ等を通して学生を
始め学内外に公表すること、があげられる。いずれも早急な改善を要するところである。 
〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-1-1  ウェブ https://www.meijo-u.ac.jp/about/outline/mind.html 
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資料Ⅱ-1-2 「名城大学における教員養成に対する理念等」平成 26 年 2 月 21 日大学協議
会承認 

 
２． 授業科目・教育課程の編成実施 
 教育課程の工夫として、授業科目「模擬授業演習」及び「学校課題演習」を「大学が独自
に設定する科目」として開設している。特に「模擬授業演習」は 3 年次後期配当の必修科目
で、その修得は教育実習参加資格の基礎要件となっており、4 年次の教育実習を控えて授業
実践力の強化をめざしている。(資料Ⅱ-2-1) 

指導法科目の授業に資するため、免許校種、教科・科目に関する現行の学習指導要領、教
科書を整備し、天白キャンパスでは教職教材研究室、ナゴヤドーム前キャンパスでは教職学
習室に配置し、学生及び教員の利用に供している。また、理科準備室を設け、理科指導法科
目の授業中に実験ができるよう、実験備品等を収納している。(資料Ⅱ-2-1) 
 各学部・研究科(以下、各学部等)及び教職センターにおいて、教職課程認定された教育課
程及び履修方法に基づき、一種免許状、専修免許状の取得に必要な授業科目を開設している。
個々の授業科目の到達目標の設定、ならびに学習指導要領及び教職課程コアカリキュラム
への対応については、教職センター開講科目は教職センターにおいてシラバスチェックで
確認している。 (資料Ⅱ-2-2) 
 なお、教職センター開講科目については、シラバスに即して授業をすすめているか、ある
いは成績評価、単位認定を適切に行っているかどうか、非常勤講師を含む授業担当教員全員
にアンケートで確認している。(資料Ⅱ-2-3) 
〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-2-1 「2022 年度(令和 4 年度)教職課程便覧」 
資料Ⅱ-2-2  「令和 4 年度教職センター事業報告書」 
資料Ⅱ-2-3 「授業実施、成績評価、単位認定の適切性に関する調査(2022 年度前期)」令和

4 年度第 10 回教職センター会議、同議事要旨 「同(2022 年度後期)」令和 4
年度第 19 回教職センター会議、同議事要旨 

 
３． 学修成果の把握・可視化 

教職履修カルテにおいて、学生は 1〜4 年次末に学生は教員資質自己評価を行っている。
令和 4 年度にそのデータを集計、分析することを通して学修成果の可視化を試行した。そ
の結果、学年進行とともに教員資質の自己評価のスコアが上昇していくことが確認できた。
(資料Ⅱ-3-1)  この取組は学修成果を数値化して可視化する試みであり、来年度から本格実
施に移行する。 

成績評価の平準化と厳格化については、既に大学全体として取り組まれているところで
ある。(資料Ⅱ-3-2) 

課題としては、学修成果の可視化において、①毎学年末の記入を徹底して学生の回答率を
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高めること、⻑期的には②各学部等で開講される科目群についても学修成果の可視化の方
法を検討していくことがある。 
〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-3-1 「学生の学習成果を把握、評価するための調査 2022 年度(概要版)」令和 5 年

3 月 28 日第 21 回教職センター会議、同議事要旨 
資料Ⅱ-3-2  名城大学「令和 3(2021)年度自己点検・評価報告書」 
 
４． 教職員組織 
 教職課程の教員組織として、まず、教職センターに 8 名の専任教員を擁している。これ
は、教職課程認定基準で定められた 4 名以上を大幅に上回るものである。また、各学部等に
おける教員についても、同基準で定められた必要専任教員を満たしているか各学部等で点
検が行われている。(資料Ⅱ-4-1) また、教職課程の教員が担当授業科目に関する研究業績
を有しているかどうかについては、課程認定申請の際に、事前に各学部等及び教職センター
でチェックを行っている。 
 教職課程を運営するにあたり、教職センターには事務室が設置されている。事務職員が 7
名(うち専任 4 名、派遣 3 名)配置され、各学部事務室との連携の下、業務にあたっている。
教職センター委員会、教職センター会議、各種委員会等にはそれぞれ事務職員が陪席するな
ど、教職協働による運営を心がけている。 

課題としては、全学的な教職課程 FD、SD の企画・実施がまだ検討段階にあることであ
る。教職課程自己点検・評価活動によって浮き彫りになってくる課題をテーマ化して実施し
ていけるように、教職センター委員会で実現に向け検討していく必要がある。 

〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-4-1  「令和 4 年度教職課程自己点検シート」 

 
５． 情報公開 

教職課程に関する情報公表については、教育職員免許法施行規則第 22 条の 6 に基づき、
本学ホームページ上で行っている。(資料Ⅱ-5-1) 

課題としては、情報の範囲が一種免課程に偏りがちであることである。専修免課程の情報
についてもあわせて公開していくべきであり、改善を進めているところである。 
〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-5-1 ウェブ https://www.meijo-u.ac.jp/academics/tc/information/ 
 
６． 教職指導 (学生の受け入れ・学生支援) 
 教職指導については、教職センター専任教員と教職センター事務室職員により取り組ん
でいる。 
 教職課程履修学生を確保するにあたり、単に履修者数の増加を目指すのではなく、本学の
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教員養成理念を新入生オリエンテーション資料に明記し、単位の実質化等について説明し
た上で、新入生に課程履修の判断を促している。(資料Ⅱ-6-1) 
 本学教職課程の特徴として、教職担任制がある。教職センター専任教員 8 名を擁すると
ころ、学部等を単位に教職履修生を 8 グループに分け、専任教員がそれぞれ 1 グルーブを
教職担任として担当し、入学から卒業まで 4 年一貫で教職指導を行うものである。1 年次の
「教職入門」に始まり 3 年次の「模擬授業演習」、4 年次の「教育実習指導」、「教職実践演
習」の授業を担任枠で教職担任が担当する。また、履修指導、進路指導など教職指導全般に
ついても教職担任が相談窓口になる体制を整えている。(資料Ⅱ-6-2)  こうした体制は大規
模大学の教職課程においては一般的には構築が困難なものと思われ、本学教職課程の一つ
の大きな特色ということができる。 

教職指導では、履修カルテが活用されている。学生は、教職履修カルテに各期末には教職
課程での学びを記録し、毎年度末には教員資質自己評価シートで自らの資質の到達度を自
己評価する。そして、それを毎年度末に教職担任がチェックする。教職履修カルテは、履修
指導、「教職実践演習」の授業内でも活用される。(資料Ⅱ-6-3) 
 教員志望を強く持つ学生に対しては、教職センター専任教員による各種ガイダンス、教員
採用試験対策講座を実施するとともに、本学卒業現役教員等を招き「教職実践報告会」を開
催し、教職への理解の深化、教職適性への振り返りを通したキャリア支援を行っている。(資
料Ⅱ-6-3) また、経済学部・経営学部は、本学の「学びのコミュニティ創出支援事業」の採
択を受け、「商業・社会科系教員を目指す学生の自主的学び」の取り組みを通して本学卒業
退職教員を活用した学生支援をはかっている。(資料Ⅱ-6-4) 外国語学部は、現職英語教諭
の授業へのゲストスピーカー招聘、授業科目「インターンシップ(学校)」による学校インタ
ーンシップの実施、教職に就いている同学部卒業生による在学生向け企画「外国語学部出身
の英語の先生たちと話そう」等を通じて、正課、正課外両面において教職の意義と役割への
理解、教職志望意識の醸成を促す支援に取り組んでいる。(資料Ⅱ-6-5、Ⅱ-6-6、Ⅱ-6-7) 

学生支援のための施設として、天白、ナゴヤドーム前両キャンパスに教職学習室を設け、
自習スペースと教員採用試験関係図書を提供している。(資料Ⅱ-6-3) 
 このような教職指導体制のもと、令和 4 年度実施の公立学校教員採用試験では、現役学
生の合格及び補欠の延べ件数が、例年を大きく上回る 39 件に達した。(資料Ⅱ-6-8) 
 課題としては、教職指導において、その効果を一層あげるために、対面とオンラインのそ
れぞれの⻑所を組み合わせたハイブリッド型の指導体制を構築することにある。 
〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-6-1 「教職課程 2022 年度新入生オリエンテーション要項」 
資料Ⅱ-6-2 ウェブ https://www.meijo-u.ac.jp/academics/tc/information/activities.html 
資料Ⅱ-6-3  「2022 年度(令和 4 年度)教職課程便覧」 
資料Ⅱ-6-4  ウェブ https://www.meijo-u.ac.jp/about/ms26/manabi/activity/ 

detail_27231.html 
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資料Ⅱ-6-5 ウェブ https://www.meijo-u.ac.jp/sp/foreign/manabi/cat3892/ 
資料Ⅱ-6-6 名城大学外国語学部⻑発依頼文書「名城大学外国語学部、『インターンシップ

(学校) 』の依頼について」 
資料Ⅱ-6-7 ポスター「第 3 回 外国語学部出身の英語の先生たちと話そう−学校の先生

って実際どうなの?−」 
資料Ⅱ-6-8  ウェブ https://www.meijo-u.ac.jp/academics/tc/teacher/data.html 
 
７． 関係諸機関等との連携 
 教職課程運営にあたり、関係諸機関との連携をはかりながら進めている。愛知学⻑懇話会
傘下の愛知教員養成コンソーシアムにおいて、県内の国公私立の課程認定大学・短期大学と
連携して活動している。また、東海・北陸地区私立大学教職課程研究連絡懇談会、全国私立
大学教職課程協会の積極的に参加することにより、教員政策や教職課程運営の情報収集・交
換をはかっている。愛知県教育委員会及び名古屋市教育委員会とは、教育実習の打ち合わせ
会を通して教育実習の円滑な実施に努めている。(資料Ⅱ-7-1) 
〈根拠資料・データ等〉 
資料Ⅱ-7-1  「令和 4 年度教職センター事業報告書」 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ． 総合評価 
 

教職課程の自己点検・評価は、全学的に展開される教職課程運営において教学マネジメン
トが確立されているかどうかを自ら点検・評価することをもって、教職課程の質向上に資す
るものであるといえる。教職課程の自己点検・評価を実施するには、当然に一方で不断の教
学マネジメントへの取組が求められる。 

本報告書では、現状において法令遵守ができている点、積極的に評価できる点を抽出する
とともに、山積する課題のうちでも次年度以降先行して取り組むべきものを明確にするよ
うに努めた。 

その結果、本学の教職課程運営は教学マネジメントへの取組の端緒についた段階にあり、
Ⅰ−２「特色」に掲げたような取組もみられるものの、大学全体、各学部等、授業のそれぞ
れのレベルで、実現できていない事項が数多くあることが明らかになった。 
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Ⅳ．現況基礎データ 
○令和 4 年度 教員免許状一括申請者数一覧 

 
 
○令和 4 年度 公立学校教員採用試験現役合格者実績 

 

令和5年3月 現在

中一種 高一種 中専修 高専修 中一種 中一種 高一種 高一種 中専修 中専修 高専修 高専修

学部 学科・専攻 社会 数学 理科 英語 地理歴史 公民 数学 理科 英語 商業 農業 工業 情報
中専修
数学

中専修
社会

中専修
理科

高専修
公民

高専修
商業

高専修
数学

高専修
理科

高専修
工業

高専修
農業

申請件数 申請人数 申請 申請 申請 申請 申請 申請 申請 申請

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

法学部 法学科 16件 13件 15件 44件 16名 16件 16名 28件 16名

法学部 応用実務法学科 0件 0名 0件 0名 0件 0名

経営学部 経営学科 6件 6件 6名 0件 0名 6件 6名

経営学部 国際経営学科 0件 0名 0件 0名 0件 0名

経済学部 経済学科 2件 2件 2件 5件 11件 5名 2件 2名 9件 5名

経済学部 産業社会学科 2件 3件 2件 1件 8件 3名 2件 2名 6件 3名

理工学部 数学科 45件 50件 16件 111件 50名 45件 45名 66件 50名

理工学部 情報工学科 1件 4件 5件 4名 0件 0名 5件 4名

理工学部 電気電子工学科 2件 3件 4件 9件 5名 2件 2名 7件 5名

理工学部 材料機能工学科 4件 4件 3件 11件 5名 4件 4名 7件 5名

理工学部 応用化学科 5件 5件 1件 11件 5名 5件 5名 6件 5名

理工学部 機械工学科 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学部 交通機械工学科 2件 3件 3件 8件 4名 2件 2名 6件 4名

理工学部 メカトロニクス工学科 1件 1件 1名 0件 0名 1件 1名

理工学部 社会基盤デザイン工学科 2件 2件 3件 7件 3名 2件 2名 5件 3名

理工学部 環境創造学科 4件 4件 8件 4名 4件 4名 4件 4名

理工学部 建築学科 2件 2件 3件 7件 4名 2件 2名 5件 4名

農学部 生物資源学科 5件 7件 2件 14件 7名 5件 5名 9件 7名

農学部 応用生物化学科 3件 5件 1件 9件 5名 3件 3名 6件 5名

農学部 生物環境科学科 7件 11件 3件 21件 13名 7件 7名 14件 13名

都市情報学部 都市情報学科 1件 3件 4件 3名 0件 0名 4件 3名

人間学部 人間学科 8件 1件 8件 7件 4件 28件 12名 9件 9名 19件 12名

外国語学部 国際英語学科 4件 5件 9件 5名 4件 4名 5件 5名

法学研究科 法律学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

経営学研究科 経営学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

経済学研究科 経済学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 数学専攻 2件 2件 4件 2名 2件 2名 2件 2名

理工学研究科 情報工学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 電気電子工学専攻 1件 1件 1名 0件 0名 1件 1名

理工学研究科 材料機能工学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 応用化学専攻 1件 1件 2件 1名 1件 1名 1件 1名

理工学研究科 機械工学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 交通機械工学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 メカトロニクス工学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 社会基盤デザイン工学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 環境創造学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

理工学研究科 建築学専攻 0件 0名 0件 0名 0件 0名

農学研究科 農学専攻 2件 2件 4件 2名 2件 2名 2件 2名

合計 28件 45件 36件 5件 26件 27件 50件 46件 9件 12件 6件 19件 23件 2件 0件 3件 0件 0件 2件 3件 1件 0件 343件 166名 114件 114名 218件 160名 5件 5名 6件 6名

令和4（2022）年度　教員免許状一括申請者数一覧表


